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救

難

・

救

出

計

画

災

害
の
た
め
、
住
民

の
生
命
、
身
体

が
危

険
な
状
態
に
あ

る
と
き
、
ま
た
は
、

生
死
不

明
の
状
態
に

あ
る
場
合

の
捜
索

救
出
に
つ
い
て

は
、
消
防
機
関
を
中
心

に
救
出
隊
を
編
成
し

、
警
察
署
、
海
上

保
安
部
、
自
衛

隊
な

ど
の
協
力
を
得
て

沽
動
か
実
施

さ
れ
ま
す
。

食

糧

供

給

計

画

、

給

水

計

画

。

衣

料

生

活

必

需

品

等

物

資

供

給

計

画

避
難
所
に
収
容
さ
れ
た
方
、
あ
る
い

は
、
住
家
に
被
害
を
受
け

て
生

活
に
困

っ
て
い
る
方
に
対
し

て
、
主
食

、
副

食

の
配
給
と
寝
具
、
外
衣

、
身

の
回
り
品
、

炊
事
道
具
、
日
用
品

な
ど
の
生
活
必
需

品
の
配
給
を
行
う
。
飲
料
水
に
つ

い
て

は

、
一
人
一
日
一
息

程
度
を
供
給
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
こ
の
計
画
に
は
、
村
民

の
み
な
さ
ま
の
侖
と
生
活
を
守

る
た

め

次
の
よ
う

な
計

画
が
定
め
ら
れ
て

い
ま

。

す
。

▼
応
急
仮
設
住
宅
及

び
住
宅

の
応
急
修

埋
計
画
▼
医
療
及

び
助
産
計
画
▼
防
疫

計
画
▼

清
掃
計
画
▼
障
害
物
の
除
去
計

画
▼

労
務
供
給
計
画
及

び
民
間
協
力
▼

死
体
の
捜
索
及

び
収
容
処
理
並

び
に
埋

葬
計

画
▼
応
急
教
育
計
画
▼
輸
送
計
画

▼
交

通
応

急
対

策
計
画
▼
水
道
施
設
応

急
対
策
計

画
▼
電
力
、
電
気
通
信
施
設

応
急
対
策
計
画
▼
水
防
活
動
計
画
▼
消

防
活
動
計
画
▼
公
安

警
備
計
画
▼
自
衛

隊
災

害
派
遣
計
画
▼

除
雪
計
画

災

害

復

旧

計

画

こ
の
計
画

は
、
公

共
施
設

の
災
害
復

旧
と
被
災

者
に
対
す

る
公
的
資
金
の
融

資
、
あ
っ

せ
ん
。
被
災
者

の
租
税
の
減

免
に
つ
い
て
定

め
て
い
ま
す
。

公

共

施

設

災

害

復

旧

計

画

災

害
後
、
各
施
設

の
原
形
復
旧
ほ
か
、

再
度

の
被

害
の
発
生
を
防
止
す

る
た
め

の
施

設
の
新
設

、
改
良
を
行
う
な

ど
、

将
来

の
災

害
に
備
え

る
た
め
の
計
画
で
、

お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
事
業
に
つ

い
て

計
画

が
図
ら
れ
ま
す
。

〇
公

共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
計
画

〇
農
林
水

産
施
設
災
害
復
旧
事
業
計
画

○
水
道
災

害
復
旧
事
業
計
画

○
住
宅
災

害
復
旧
事
業
計
画

○
公

共
医
療
施
設

、
病
院
等
災
害
復
旧

事
業
計
画

○
学
校
教
育
施
設
災
害
復
旧
事
業
計
画

○
社
会

教
育
施

設
災

害
復
旧
事
業
計
画

災

害

応

急

融

資

計

画

公
的
資
金
の
融
資
、
あ
っ

せ
ん
を
行

い
、
被
災
者
の
民

生
安
定
を
図

る
こ

と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
災
害
復
興
住
宅
資
金

〇
世
帯
更
生
資
金

○
母
子

福
祉
資
金
、
寡
婦
福
祉
資
金

Ｏ
村
条
例
に
基
づ
く
災

害
資

金
の
貸
付

○
商
工

農
林
漁
業
者
並
び
に
団

体
に
対

す
る
融
資

被

災

者

の

租

税

の

減

免

被
災
し

た
住
民

に
対
し
て

、
租
税

の

減
免
申
請

等
に
関
す

る
指
導

を
行

い
ま

す
。

○
村
税
の
減
免

○
県
税
の
減
免

○
所
得
税
の
減
免
等

電
話
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
仏
ヶ
浦
地
域
集
団
電
話
が

一
般
加
入
電
話
に

か
わ
り
ま
し
た
。

か
ね
て
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
し
た

長
後
、
福
浦
、
牛
滝
地
区
の
地
域
集
団

電
話
が
、
三
月
二
十
三
日
、
午
前
十
時

か
ら
、
一
般
加
入
電
話
に
切
り
替
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
今
ま
で

の
、
か
か
り
に
く
い
等
の
不
便
さ
が
解

消
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
地
域

集
団
電
話
は
、
一
本
の
回
線
に
、
五
～

六
コ
の
電
話
が
つ
い
て
い
る
た
め
、
話

し
中
が
多
く
、
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら

一
般
電
話
を
望
む
声
が
出
さ
れ
て
い
た

も
の
で
す
。

こ

の
切
り
替
え
に
よ
り
、
市
外
通
話

も
、
全
国

ど
こ
へ
で
も
直
接

ダ
イ
ヤ
ル

で
つ

な
が
る
ほ

か
、

プ

ッ
シ
ュ

ホ
ン
や

ホ
ー
ム
テ

レ
ホ
ン
な

ど
の
電
話
も
、
利

用

で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

こ

れ
に
伴
っ
て
、
当
日

か
ら
電
話
番

号
が
、
変
更

に
な

る
御
家
庭
も
あ
り
ま

す
の
で
、
電

話

を
か
け
る
と
き
は
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

（
大
間
電
報
電
話
局

）

戸

籍

の

手

数

料

が

か

わ

り

ま

す

｛

戸
籍
手
数
料
令
の
改
正
に
よ
り
、
四
月
一
日
か
ら

次
の
と
お
り
、
戸
籍
、
除
籍
の
謄
抄
本
の
交
付
手
数

料
が
か
わ
り
ま
卞
。

。

現

行

改
正
後

戸
籍
謄
本
一
通

二
百
円

三
百
円

除
籍
謄
本
一
通

三
百
円

五
百
円



（
第

五

回

）

佐
井
村
中
央
公
民
館
長
補
佐

大

石

健

次
郎

ペ

リ

ー

艦

隊

箱

館

へ

『
前
年
の
神
奈
川
条
約
に
よ
り

、
安

政
二
年
三

月
（
一
八
五
五

）
か
气

松

前
の
代
り

と
し

て
、
箱
館

を
開
港
す

る
。

－

そ

の
事
前
調
査

に
、
近
く
ペ
リ

ー

艦
隊
が
入
港
す

る
』
と
い
う

、
幕

府
か

ら
の
突
然

の
急
報
に
、
松
前
藩
の
お
ど

ろ
き

は
大
変
な
も
の
で

あ
っ
た
。

藩

で
は
、
米
兵
の
神
奈
川

上
陸
の
行

動
を

参
考

と
し
て
、
市
民
に
十
八
ヶ

条

に
わ
た
る
、
長
文
の
解
書

を
発
し

て

、

そ
の
心
得
対
応
を
指
令
し

て
い
る
。

読
み
や
す
く
す
る
と
、

剛

米
船
沖
合
に
見
え

た
ら
、
人
足
、
町

人
、
役
人
み
な
持
場
へ
駈
け

よ
。
盤

木

を
打
鳴
ら
し
、
市
中
く
ま
な
く
知

ら
せ
よ
。

②
浜
辺
、
屋

根
上
な

ど
の
見
物
厳
禁
。

違
反

者
は
入
牢
。

圓
一
般
人

は
、
商
用

な
り

と
も
小
舟
へ

乗
り
、
ま

た
海
辺
を
徘
徊
す
る
な
。

違
反

者
は
入
牢

。

㈲
港
の
船
々
大
小

た
り

と
も
、
つ
な

ぎ

合
せ
、
船
頭
は
き
つ
く
取
締
れ
。

㈲
下
田
で
の
米
兵
は
所

々
徘

徊
、
み
だ

り
に
人
家
へ
出
入
り

、
食
物
を
求
め

る
。
婦
女
子
に
目
を
か
け

、
小
児
を

愛
し
、
寺
院
に
長
居

な
ど
、

欲
心
が

深

い
、
－

老
若
、
婦
人
一

切
の
外

出
を
禁
ず
。
違
反

者
は
重

罪
。

㈲
山
背
泊
、
築
島
、

桝
形
、
亀
田
浜
、

七
重
浜
、
な
ど
は
婦
女

子
の
全
部
、

男
子
年
少
者
は
、
早
々
に
立
退
け
。

閇
他
国
者
は
早
々
に
帰

郷
、
遊
民

は
直

ち
に
退
去
さ
せ
よ
。

㈲
牛

飼
者
は
、
諸
荷
物
を
運
送
す

る
な
。

牛
は
米
兵
か
ら

見
え
る
浜
辺
近
く
に

決
し
て
放
す
な
。

㈲
炭
、
薪
、
青
物
な

ど
は
、
馬
で
な

る

べ
く

運
べ
。
米
兵
た
ち
が
近
づ
い

た

ら
、
途
中
か
ら
急
ぎ
引
返
せ
。

卵
酒

は
米
兵

が
す

こ
ぶ
る
好
む
か
ら
、

一
切
蔵

へ
入
れ
、
店
頭
売
買
な
ど
す

る
な
。
居
酒
屋
停
止
。

㈲
呉

服

、
小
間
物
、
餅
、
菓
子
、
履
物

は
店
先
へ
出
し
て
よ
い
。
求

め
ら
れ

た
ら

争
い
ご
と
の
な
き
よ
う

与
え

よ
。

御
礼

品
は
一
応
返
せ
し

、
ど
う
し

て

も
と

い
う
な

ら
、
役
所
へ
届
け
よ
。

隠
し

た
り
す
る
と
厳
罰
。

㈲
米
艦
出
入
に
は
大
砲
を
打
つ
、
お
ど

ろ
か
ず
、
決
し
て

騒
ぐ
な
。
下

々
の

者
ま
で
よ
く
伝
達
の
こ

と
。

㈲

海
面
見
通

の
住
居
の
、
戸
障
子
に
は

締
り
を

付
け
、
目
張
り
を
せ
よ
。

高

所
か
ら
、
覗
き
見
す

れ
ば
、
召
捕
入

牢
。

㈲

火
の
元

厳
重
注
意
、
夜
の
無

提
灯
を

禁
ず
。

㈲
法

事
な
ど
は
遠
慮
し
、
葬
式
は
手
軽

に
し

、
男
子
の
み
で
、
夜
こ
っ
そ
り

と
埋
葬
せ
よ
。

叫

山
々
に
あ
る
神
社
、
仏
閣

の
参
詣
は

厳
禁
。

。

㈲
音
曲
遊
芸
は
厳
禁
。

－

㈲
取
り
と
め
の
な
い
風

説
は
決
し
て
す

る
な
。

以
上
の
違
反
者
は
、
当
人

は
も
ち
ろ

ん
、
名
主
、
年
寄
、
町
代
、
親
類

、
組

合
ま
で
も
、
刑

罰
が
与

え
ら
れ
る
と
、

戒
厳
令

が
敷
か
れ
た
の
で
あ
る
。

市
内
で
は
、
山
背
泊
－

町
端
の
桝

形
あ
た
り
ま
で
、
海
上

か
ら
見
え

た
り

ま

た
上
陸
で
き
な

い
よ
う

に
、
ニ

メ
ー

ト

ル
余
の
坂
塀
を
延
々
と
め
ぐ
ら
し

、

町
内

ご
と
に

木
戸
を
設
け
、
社
寺
は
貴

重
品
を
隠
し
、
鐘
も
鳴
ら
さ
ず
、
近
在

の

村

々
は

小

児
、

婦
女

子

を
山
中
に

ひ

そ
ま

せ
て
、
全
市
は
、
水
を
打
っ
た

よ
う
に
深
閑

と
し
て
、
米
艦
入
港
に
備

え

た
の
で

あ
る

日

本

の

交

渉

’

「
嘉
永
七

寅
四
月
十
五
日
は
じ
め
て

ア

メ
リ

カ
船
三

艘
き
た
り
」
―

三

戸

家
の
文
書

の
書

き
出
し
で
あ
る
。

安
政
元

年
（
年
号

が
改
ま
る

）
こ

の

日
、
ヤ
マ
セ
ド
エ

ヤ
ン

ー
バ
ン
ダ
リ
ア

ー
サ
ザ
ン
プ
ト

ン
の
帆
走
艦
隊
は
、
太

平
洋
側
か
ら
、
午
前
十
時
頃
、
尻
岸
内

沖
に
あ
ら
わ
れ
、
午
後
二

時
～
四
時
ま

で
に
、
そ
の
黒

影
を
函
館
に
見
せ
て
入

港
し

た
。

引
続
き
四
月
二
十
一
日
、

ペ

リ
ー
座
乗
の
ポ
ー
（

タ
ン

ー
ミ

シ
シ
ッ

ピ
の
二

艦
が
、
黒
煙
を
吐

き
ち

ら
し
、

午
前
十
時

入
港
し

、
五
月
八

日
ま
で
停

泊
を
し

た
。

「

ペ
リ
ー
日
本
遠
征
日
誌
」

に
よ

れ
ば
、

『
群
衆
の
中
に
は
、

一
人

も
女
や
子

ど

も
は
見
ら
れ
な
か
っ
た

』－

と
記
し

て
あ
る

が
、
松
前
藩
で
は
、そ
の

応
待

に

つ
い
て
、
極
度
の
緊
張

と
、
不

安
の
連

続
で
あ
っ
た
ら
し

い
。

「

箱
鎔
夷
人
談
」
に
は
、
米
親
な
ち

は
、

山
背
泊
の
沿
岸
整
備

の
夷
国
船

撃

退
用
の
、
日
本
の
大
砲
を
み
て

、
両
手

を
小
さ
く
し
て

『
日

本
ポ
ン
』
赱
笑
い

両
手
を
大
き
く
ひ
ろ
げ
て
『
ア

メ
リ

カ

ド

ン
』
と

、
そ
の
威
力
の
強
大
さ
を
誇

示
し

、
米
艦
砲

が
火
を
ふ
く
と
、
箱
館

は
、
木
っ

葉
み
じ
ん
に
吹
き
飛

び
煙

日

本
備

砲
は
、
小

鳥
撃
ち
の
も
の
か
と

、

侮
弄
し

た
Ｉ

」

と
述

べ
て
い

る
。

当
時
の
、
佐
井
沿

岸
台
場

の
砲

も
、

彼
ら
か
ら
み

扞
ぼ
、
小

鳥
撃

ち
用
に
し

か
役
立
た
た
ず
に
み
え

た
で
あ
ろ
う
。

佐
井

沿
岸
に
は
、
木
製

の
砲
身

の
も

の
も
あ
っ
た
の
で

あ
か
・
い

ア
メ
リ

カ

艦
腎

、
五
月
八
日

午
前

六
時
過
ぎ
、
箱
館

を
抜
錨
し

て

寺

た

よ
う

や
く
、
市

民
た
ち
は
街
頭

へ
出

ら
れ
、
山
や
谷
、
蔵
や

奥
に
ひ
そ

み
隠

れ
て
い
た
小
児
婦

人
た
ち
も
出
て
ぎ
て

商
家
も
開
店
し
だ

と
い
う
。

。

十
八
日
間

の
長
い
、

そ
し

て
緊
張
不

安
に
み
ち
た
日
々
で
あ
っ
た
。

。。

翌
安
政
二

年
三
月

か
ら
、
箱
館

の
開

港
決
定
と
共
に
、
佐
井

も
、
蝦
夷

渡
海

地
と
し

て
、
人
弔
の
往
還
が
。急
に
高
ま

っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。



結

核

検

診

を

行

い

ま

す

結
核
は
、
め
っ
き
り
減
り
ま

し
た
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
安

心
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
な
お
、

年
間
七
万
人
が
発
病
し
、
化
学

療
法
と
い
う
強
力
な
武
器
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
六
千
人

以
上
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

昭和５８年度結核検診日程

月 日 場 所 時 間

４月１９日

佐 井 中 学 校 前 前 ９時３０分～１０時３０分

佐井 漁協 原田支所前 前 １０時４０分～１１時３０分

原田生活改善センター前 前 １１時４０分～１２時１０分

中 村 畳 店 前 後 １時２０分～２時１０分

農業 研 修 センター前 後 ２時２０分～３時２０分

竹 本 建 設 前 後 ３時３０分～４時１０分

４月２０日

川目生活改善センター前 ㎜ ㎜㎜
，

前 １０時 ～１０時３０分

三 戸 ラ ジ オ 店 前 前 １０時５０分～１２時

千 葉 商 ヽ店 前 後 １時 ～２時

若 山 製 材 所 前 後 ２時１０分～３時

矢越生活改善センター前 後 ３時２０分～４時

４月２１日

郵 便 局 前 前 ９時３０分～１０時３０分

本 矢 越 前 １０時５０分～１１時３０分

磯 谷 集 会 所 前 後 １時 ～２時

坂 井 文 男 氏 宅 前 後 ４時３０分～５，時３０分

４月２２日
福浦生活改善センター前 前 １０時 ～１１時・

長 後 滝 本 商 店 前 前 ｎ時３０分～１２時２０分

昭和５８年度春の清掃指導日程

月 日 時 間 対 象 地 区 名 備 考

５月９日
午前９時～１２時 牛滝、長後、福浦、磯谷

午後１時～４時 原 田 、川 目、矢 越

５月１０日
午前９時～１２時 大 佐 井

午後１時～４時 Ｉ`古 佐 井

戸

籍

の

窓

口

三
月
十
一
日
現
在
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（
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井

中
郷
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一
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井

福
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め
ぐ

み

（

政

義
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矢

越

長
島

新
次

（

新

市
）
大
佐
井

島

野
理
香
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（
孝

司
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大
佐
井

吉
田
詠
美
子

（
眞

匸

古
佐
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田
中

育
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（
岩

男
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原

田

島
野

裕
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（
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大
佐
井

○

ご
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お
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と
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原

成
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町
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村
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越

大
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長
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（

中

西
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子
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市
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古
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井

（
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東
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（
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と
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゛
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都
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岩
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市

田

中

功

脇
野
沢
村

（

田

中

奈
津

美

福

浦

佐

藤

和

憲

弘
前
市

（

萬
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暃
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Ｅ
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さ
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上
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畑

中

け
い
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大
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井

立

石

智

久

嬉
野
町

（

内

藤

ル
リ
子

福

浦

○
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

奥
本

定
信
（
ツ

エ
）
大
佐
井

品
田

高
志
（
か
お
る
）
大
佐
井

越
膳

宗
助
（
そ

よ
）
福

浦
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